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　町指定の文化財は、板碑など20基のほか、節黒

城跡、元町の親子すぎがありますが、とくに板碑

は他に類をみないほど多数発見きれています。加

えて、応長元年（1311年）と古い年号のものもあ

り、興味深いところ。
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知事さんお願いします
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∞∞糊
盛
り
だ
く
さ
ん
を
陳
情

獅

〃
住
民
と
の
対

話
に
よ
り
、
よ
り

よ
い
県
政
を
〃
、

と
昨
年
か
ら
知
事

の
へ
き
地
訪
問
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

青
空
対
話
集
会

が
そ
れ
で
す
が
、

こ
の
ほ
ど
の
川
西

町
訪
問
は
、
そ
の

九
回
目
に
あ
た
り

ま
す
。

　
町
内
で
は
、
白

倉
小
、
仙
田
小
の

そ
れ
ぞ
れ
、
幅
広
い
層
か
ら
の
要
望
に

知
事
も
図
面
を
見
、
関
係
者
と
話
し
あ

い
な
が
ら
、
熱
心
に
答
弁
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
と
く
に
、
就
任
以
来
豪
雪
対
策
を
大

き
な
柱
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町

民
の
切
実
な
願
い
に
、
〃
県
全
体
の
問

題
で
も
あ
る
の
で
、
強
く
中
央
に
訴
え

た
い
。
〃
と
決
意
の
ほ
ど
を
あ
ら
わ
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
〃
た
く
さ
ん
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た

が
、
わ
た
し
も
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま

す
。
で
き
る
だ
け
地
元
の
要
望
に
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
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よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。
〃
と
君
知
事

は
結
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
の
相
談

日
を
設
け
ま
し
た

　
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
係

の
窓
口
で
毎
日
行
つ
て
い
ま
す
が
、
今

月
か
ら
、
さ
ら
に
毎
月
第
一
水
曜
日
を

〃
国
民
年
金
の
相
談
日
〃
と
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
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「
心
配
ご
と
相
談
」
と
併
設
し
て
行

う
も
の
で
、
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
五

時
ま
で
、
場
所
は
役
場
で
す
。

　
国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
な

校
庭
の
ほ
か
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

と
三
つ
の
会
場
で
対
話
集
会
を
開
き
ま

し
た
。

　
県
か
ら
お
い
で
い
た
だ
い
た
の
は
、

君
知
事
を
は
じ
め
土
木
部
長
、
出
先
機

関
の
所
長
な
ど
九
名
の
方
々
で
す
。

　
白
倉
、
仙
田
両
会
場
で
は
、
十
九
名

の
地
元
代
表
に
よ
る
要
望
を
、
そ
し
て

セ
ン
タ
ー
会
場
で
は
、
町
長
及
ぴ
農
協

長
の
陳
情
を
行
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
っ

い
て
知
事
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
も
の
。

　
陳
情
な
ど
の
要
旨
は
別
掲
の
と
お
り

で
す
が
、
ご
覧
に
な
っ
て
お
わ
か
り
の

よ
う
に
、
道
路
問
題
、
ま
た
、
関
連
し

て
の
豪
雪
対
策
と
い
っ
た
も
の
が
多
く

こ
の
地
特
有
の
悩
み
が
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。
　
小
中
学
生
の
立
場
か
ら
、
婦
人
層
か

ら
、
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
代
表
し
て

知
事
さ
ん
に

こ
ん
な
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た

”
白
倉
会
場
”

◎
町
道
白
倉
仁
田
間
の
県
道
昇
格
と
無

　
雪
化
の
促
進
　
　
（
江
口
正
平
さ
ん
）

◎
県
道
小
千
谷
大
沢
線
西
山
橋
の
永
久

　
橋
架
替
え
を
　
　
（
田
中
茂
さ
ん
）

◎
県
道
長
岡
小
国
松
代
線
の
改
良
促
進

　
を
　
　
　
　
　
（
田
中
正
義
さ
ん
）

◎
無
雪
道
路
の
確
保
を
（
高
橋
修
君
）

◎
な
だ
れ
防
止
工
事
の
促
進
を

　
　
　
　
　
　
　
（
片
桐
昌
好
さ
ん
）

◎
保
安
要
員
の
待
遇
改
善
を

　
　
　
　
　
　
（
桐
生
四
方
吉
さ
ん
）

◎
安
心
し
て
働
け
る
生
活
環
境
に

　
　
　
　
　
　
　
（
高
橋
一
枝
さ
ん
）

◎
錦
ご
い
の
完
全
越
冬
槽
設
置
を

　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
基
さ
ん
）

◎
精
薄
者
の
収
容
施
設
建
設
を

　
　
　
　
　
　
　
（
小
川
昭
一
さ
ん
）

◎
養
護
教
員
の
永
続
配
置
を

　
　
　
　
　
　
　
（
大
野
喜
教
さ
ん
）

”
仙
田
会
場
”

◎
小
脇
部
落
の
冬
季
孤
立
解
消
を

　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
栄
一
さ
ん
）

◎
冬
季
通
学
路
の
確
保
を

　
　
　
　
　
　
（
斉
木
信
行
君
）

◎
県
道
室
島
十
日
町
線
の
改
良
促
進
を

　
　
　
　
　
　
（
高
橋
壮
六
さ
ん
）

◎
渋
海
川
砂
防
工
事
の
実
施
を

　
　
　
　
　
　
（
南
雲
哲
治
さ
ん
）

◎
保
安
要
員
の
新
規
集
落
へ
の
配
置

　
　
　
　
　
　
（
高
橋
弥
太
郎
さ
ん
）

◎
土
地
改
良
事
業
に
高
率
補
助
制
度
の

　
創
設
と
採
択
基
準
の
引
下
げ
を

　
　
　
　
　
　
（
茂
野
寅
一
さ
ん
）

◎
仙
田
診
療
所
の
充
実
を

　
　
　
　
　
　
（
南
雲
操
さ
ん
）

◎
高
校
川
西
分
校
の
学
級
増
を

　
　
　
　
　
　
（
川
崎
浩
子
さ
ん
）

◎
モ
ー
テ
ル
類
似
施
設
建
設
に
反
対

　
　
　
　
　
　
（
半
田
リ
ト
さ
ん
）

　
な
お
、
セ
ン
タ
ー
会
場
で
は
、
根
津

町
長
が
、
道
路
問
題
、
高
校
の
学
級
増

及
ぴ
本
校
昇
格
、
県
営
か
ん
排
事
業
の

促
進
な
ど
十
項
目
に
つ
い
て
h
農
協
の

清
水
組
合
長
か
ら
、
要
求
米
価
の
実
現

な
ど
農
業
問
題
二
項
目
に
つ
い
て
陳
情

・
し
ま
し
た
。

ん
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
係
で
は
こ
の
日
に
限
ら
ず
、

い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

来
月
六
日
は
福
祉

年
金
支
払
い
日

　
九
月
六
日
は
福
祉
年
金
の
支
払
い
日

で
す
。
次
の
場
所
で
年
金
証
書
を
交
付

し
ま
す
の
で
印
鑑
を
も
っ
て
お
い
で
く

だ
さ
い
。

◎
日
時
九
月
六
日

　
　
　
　
午
前
八
時
半
～
午
後
四
時

◎
場
　
所
　
千
手
地
区
・
役
場

　
　
　
　
　
上
野
地
区
・
上
野
郵
便
局

　
　
　
　
　
橘
、
白
倉
地
区
橘
出
張
所

　
　
　
　
　
仙
田
地
区
　
仙
田
出
張
所

※
当
日
こ
れ
な
い
人
は
社
会
課
ま
で
。

行
政
書
士

　
　
試
験
の
お
知
ら
せ

　
昭
和
五
十
一
年
度
行
政
書
士
の
試
験

が
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

試
験
日
程

・
受
験
願
書
受
付
け
、
八
月
二
十
三
日

　
か
ら
九
月
十
一
日
ま
で

・
試
験
実
施
　
十
月
一
日

試
験
場
所

新
潟
市
川
岸
町
一

　
新
潟
県
中
小
企
業
会
館

受
験
願
書
等
提
出
先

　
新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町

　
新
潟
県
総
務
部
地
方
課
行
政
書
士
試

験
係

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
へ
ど
う
ぞ
。

・
ふ
・
く
・
し

・ん・き・ん

黙
は
通
算
さ
れ
ま
す

　
わ
が
国
で
は
、
本
人
の
職
業
に

よ
り
加
入
す
る
年
金
が
異
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
老
齢
（
退
職
）
年
金

を
受
け
る
た
め
に
は
、
普
通
厚
生

ね
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
で
二
＋
年

国
民
年
金
で
二
十
五
年
、
そ
の
制

度
に
加
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
社
会
事
情
が
大
き

く
変
化
し
た
今
日
で
は
、
転
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
乙
と
も
め
ず
ら

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、
い
く
つ
も
の
年

金
制
度
を
わ
た
り
歩
い
た
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
の
年
金
を

受
け
る
に
必
要
な
年
数
を
満
た
せ

な
く
な
っ
て
、
〃
自
分
は
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
〃
と
早
合
点
を
し

て
し
ま
う
人
も
多
い
よ
う
で
す
が

そ
れ
は
誤
り
で
す
。

　
国
民
年
金
を
は
じ
め
厚
生
年
金

各
種
共
済
組
合
な
ど
、
わ
が
国
に

あ
る
八
種
類
の
公
的
年
金
と
呼
ば

れ
る
年
金
制
度
の
加
入
期
間
を
あ

わ
せ
て
二
十
五
年
（
国
民
年
金
以

外
の
加
入
期
間
の
み
の
と
き
は
二

十
年
）
以
上
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

の
年
金
制
度
か
ら
、
そ
の
加
入
期

間
に
見
あ
う
通
算
老
齢
年
金
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
複
数
の
年
金
制
度
を
つ
な
い
で

受
け
る
年
金
を
、
通
算
年
金
制
度

と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
受
給

権
を
確
実
に
確
保
す
る
た
め
に
、

会
社
や
工
場
な
ど
を
や
め
た
ら
、

国
民
年
金
へ
の
加
入
を
必
ず
行
う

こ
と
と
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険

の
脱
退
手
当
等
を
受
け
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

転

丈
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君
知
事
を
囲
ん
で
の
青
空
対
話
集
会
は
、
快
晴
に
恵
ま
れ
大
成
功
。
ま
さ
に

▲川西分校の学級増を…………　と

　　　　　川西中の川崎浩子さん

▲無雪道路をお願いします。白倉小の高橋修君

笛
蕪
・

轍　馨麟難
・
　
撫

▲これが川西分校です。よろしく…・…・　’

4わたしも医者です……へき地医療の充実をと
訴える南雲操さんに、ユーモアをこめた答弁を。

蟹
■
鵡
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出
か
せ
ぎ
を
さ
れ
る
方
に

農
業
委
員
会

毎
年
、
秋
冬
季
の
出
か
せ
ぎ
を
さ
れ

る
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
希
望
に
そ
う

よ
う
安
定
所
で
も
求
人
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
五
十
年
は
、
不
況
と
い
わ
れ
な
が
ら

も
、
早
め
に
手
を
う
ち
求
人
数
を
確
保

し
て
き
ま
し
た
。

本
年
か
ら
、
雇
用
保
険
が
出
か
せ
ぎ

者
は
、
特
例
、
一
時
金
に
か
わ
り
ま
し

た
の
で
、
安
定
所
で
も
出
か
せ
ぎ
者
と

の
接
触
が
少
な
く
な
り
、
出
か
せ
ぎ
希

望
の
把
握
が
困
難
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
求
人
数
の
確
保
を
完
全
に

す
る
た
め
、
次
の
こ
と
を
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　
＊

か
ら
…

＊

＊

「
リ
ー
ダ
ー
の
方
は
、
早
め
に
就
労
先

と
就
労
者
氏
名
を
把
握
し
、
町
の
農
業

委
員
会
か
、
直
接
安
定
所
へ
お
届
け
く

だ
さ
い
。

二
、
出
か
せ
ぎ
し
よ
う
と
思
う
が
、
就
労

先
が
決
定
し
て
い
な
い
方
は
、
就
労
希

望
地
、
職
種
な
ど
を
記
入
し
、
農
業
委

員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
は
、
今
月
末
日
ま
で
。

検
察
審
査
ム
五
を

　
　
　
　
　
　
　
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
「
交
通
事
故
・
詐
欺
そ
の
他
の
犯
罪

で
被
害
を
受
け
た
の
に
、
検
察
官
が
犯

人
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
の
は
、
ぷ

に
お
ち
な
い
。
」

　
「
選
挙
違
反
や
汚
職
等
で
、
重
大
事

件
だ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
起
訴
し
な

か
っ
た
の
は
、
納
得
で
き
な
い
。
」

・
こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、
お

気
軽
に
左
記
の
検
察
審
査
会
事
務
局
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
や
審
査
の
申
し
立
て
に
、
費
用

は
い
っ
さ
い
か
か
り
ま
せ
ん
。

窮鰯
る
月
間
で
す

　
・
道
路
は
正
し
く
使
い

　
　
ま
し
よ
・
フ

お
縫
酔
畿

　
審
査
会
は
、
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿

　
　
　
　
　
　

か
ら
く
じ
で
、
無
差
別
に
選
ば
れ
た
十

｝
人
の
審
査
員
が
、
国
間
人
を
代
表
し

住
民
と
し
て
の
健
全
な
良
識
に
し
た
が

っ
て
、
検
察
官
の
捜
査
の
あ
と
を
調
べ

な
お
し
て
く
れ
る
、
民
主
的
な
国
の
機

関
で
す
。

　
長
岡
市
信
濃
二
　
裁
判
所
内

　
長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局

電
話
（
〇
二
五
八
）
㈲
二
一
四
一

喬藍準允追雛老子舗こ人
鱗拳礁熱鴇唐耀名
％障悠聾紀痛脇く使瞳漢

黙・牽藷嚇無字
茜肺美杏肇で塁あ憲攣すなの
隼廓樽　寿歪ξ解　ど追
冴野　麗羨鎌　も加

≡
≡
≡
≡
≡
＝
一
≡
≡
≡
≡
≡
≡
一
≡
≡
≡
≡
一
≡
≡
一
≡
≡
≡
≡
≡
≡
一
＝
＝
≡
…
…
三
一
≡
…
…
≡
≡
一
一
≡
一
≡
＝
…
≡
一
一
≡
≡
≡
≡
≡
＝
一
＝
≡
≡
≡
≡
≡
≡
一
…
≡
≡
＝
≡
…
一
一
≡
≡
≡
≡
≡
一
≡
一
＝
≡
≡
≡
≡

鱒
、
・覇欝醐響鱒縢騨　響
螺．鞭講
蝿遡，、，慧藝、．

▲　7月8日、仙田小学校にプールか完成、高橋関太郎さん三

兄弟の校旗の寄贈もあり、児童たちは二重の喜び、楽しい夏休

みを過ごしていることでしよう。

　
“
』
▲
£

、’7月18日保健衛生大会はおよそ300人か集り大盛況。と

こ、成人病予防や、すばらしい料理展に人気か集っていまし

むし歯予防は乳幼児のうちに・…・・分科会での一コマです。

▲このほど町連合婦人会では、1円玉募金を行い、38，489円

を社会福祉協議会へ、町では魚沼更生福祉会（ミニコロニー）の

費用におくることにしました。

全国戦没者追悼式

　ことしも、15日に全国戦没者

追悼式が行われます。

　皆さんのご家庭でも、正午には

1分間の黙とうをお願いします。

52

職
業
訓
練
生
の

　
　
募
集

　
県
立
魚
沼
専
修
職
業
訓
練
校
で
は
、

五
十
二
年
度
の
訓
練
生
を
次
に
よ
り
募

集
し
て
い
ま
す
。

一
、
訓
練
科
及
ぴ
定
員

電
気
工
事
科

木
工
科

建
築
科

左
官
科

一
一
、
応
募
資
格

業
予
定
者
で
、

三
、
応
募
手
続
き

一
一
＋
名

三
＋
名

三
＋
名

二
＋
名

　
中
・
高
卒
者
及
ぴ
五
十
二
年
三
月
卒

　
　
　
　
　
　
二
十
五
歳
以
下
の
者

　
在
学
者
は
、
在
学
校
長
へ
、
そ
の
他

　
の
人
は
安
定
所
へ
願
書
を
提
出

四
、
願
書
受
付
け
期
間

　
十
一
月
一
日
か
ら
同
十
八
日
ま
で

五
、
選
考
日
時
及
ぴ
場
所

　
十
一
月
二
十
六
日
、
午
前
九
時
か
ら

　
十
日
町
市
公
民
館
で

六
、
選
考
方
法

　
学
科
試
験
及
ぴ
面
接

※
詳
し
く
は
、
企
画
室
広
報
係
へ
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自動化に
　なります

9月8日から

仙田地区の電話
　　く十日町電報電話局から＞

　
十
日
町
電
報
電
話
局
で
は
、
総
工
費

一
億
三
千
万
円
を
か
け
て
、
仙
田
地
区

の
電
話
自
動
化
工
事
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
い
よ
い
よ
九
月
八
日
に
は
、
ダ
イ

ヤ
ル
式
電
話
に
切
り
か
え
ら
れ
る
見
通

し
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
町
内
の
電
話
は
、
す

べ
て
自
動
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
電
話
番
号
や
か
け
方
な

ど
が
次
の
よ
う
に
か
わ
り
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▲
仙
田
地
区
の
電
話
は
、
仙
田
局
か
ら

千
手
局
に
な
り
ま
す
。

　
町
内
は
す
べ
て
千
手
局
と
な
り
、
仙

田
地
区
の
市
外
局
番
も
「
〇
二
五
七
六
」

と
な
り
ま
す
。

▲
仙
田
地
区
の
電
話
番
号
が
か
わ
り
ま

す
。

　
市
外
局
番
「
九
」
が
つ
い
て
、
千
手

局
九
1
×
×
×
×
と
五
ケ
タ
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
克
雪
セ
ン
タ
ー
は
、
千
手

局
九
－
二
〇
〇
二
で
す
。

▲
か
け
方
が
か
わ
り
ま
す
。

　
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
D
す
だ
け
で
、
直
接

相
手
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
千
手
、
上
野
、
橘
か
ら
仙
田
へ
か
け

る
場
合
　
九
1
×
×
×
×
と

・
仙
田
か
ら
千
手
、
上
野
、
橘
へ
か
け

る
場
合
　
八
ー
×
×
×
×
と

・
仙
田
地
区
か
ら
、
十
日
町
、
長
岡
、

東
京
な
ど
、
市
外
へ
か
け
る
場
合
は
、

先
方
の
市
外
局
番
↓
市
内
局
番
↓
加
入

者
番
号
と
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
す
。

・
市
外
か
ら
、
仙
田
地
区
に
は
、
〇
二

五
七
六
－
九
ー
×
×
×
×
と
な
り
ま
す

　
な
お
、
農
集
電
話
の
か
け
方
に
つ
い

て
は
、
一
般
電
話
と
異
り
ま
す
の
で
、

後
日
説
明
会
を
開
き
、
詳
し
く
説
明
い

た
し
ま
す
。

▲
営
業
窓
口
が
仙
田
郵
便
局
か
ら
十
日

町
電
報
電
話
局
に
移
り
ま
す
。

　
新
規
加
入
や
移
転
な
ど
は
、
十
日
町

電
報
電
話
局
へ
ど
う
ぞ
。

◎
切
り
か
え
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
九
月
八
日
午
後
二
時
前
後
は
、
ダ
イ

ヤ
ル
式
電
話
へ
の
切
り
か
え
作
業
中
で

す
の
で
、
通
話
は
極
力
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

　
一
＝
＝
一
＝
3
3
＝
＝
一
＝
＝
3
＝
＝
＝
一
一
3
一
＝
3
一
一
＝
＝
＝
＝
＝
3
一
＝
一
＝
＝
＝
言
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
3
＝
＝
3
3
3
一
＝
一
一
＝
＝
一
3
＝
3
3
一
＝
＝
＝
3
3
＝
＝
3
3
＝
3
＝
＝
3
＝
＝

九
月
一
日
に
2
0
周
年
記
念
行
事

　
　
　
　
　
　
芸
能
祭
り
も
準
備
中
で
す

　
町
で
は
、
町
制
施
行
二
十
周
年
を
来

月
に
ひ
か
え
、
記
念
式
典
な
ど
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
川
西
町
が
誕
生

し
た
の
は
昭
和
三
十
一
年
九
月
一
日
の

こ
と
、
以
来
、
皆
さ
ん
に
は
ぐ
く
ま
れ

川中のプールを開放

　13日の午後から、16日の午
前中まで、川西中学のプールを一

般に開放いたします。

　どなたもお気軽にどうぞ。

　ただし、事故のないよう、くれ

ぐれもご注意ください。

な
が
ら
、
こ
の
九
月
に
は
立
派
に
成
人

式
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
は
れ
の
日
に
は
、
全
町
あ
げ
て

お
祝
い
し
た
い
と
、
次
の
よ
う
な
内
容

で
計
画
を
練
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
、
具
体
的
に
な
り
次
第
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
が
、
節
目
あ
る
こ
の

と
き
を
、
意
義
あ
る
も
の
と
す
る
た
め

多
数
の
お
い
で
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
☆

△
期
日

△
場
所

△
、
催
し

　
☆
　
　
☆

九
月
一
日

川
西
中
学
校

午
前
中
は
式
典

午
後
芸
能
祭
り

　
（
芸
能
祭
り
は
、
昼
夜
開
催
、
町
商

工
会
の
共
催
も
い
た
だ
い
て
、
町
内
愛

好
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、
う
た
、
お
ど
り

な
ど
約
四
＋
種
）

　
な
お
、
当
日
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送

迎
の
予
定
で
す
。

ア
イ
デ
ア
貯
金
箱

の
募
集
ー
郵
政
省
ー

　
郵
政
省
で
は
、
小
・
中
学
生
を
対
象

に
「
わ
た
し
の
ア
イ
デ
ァ
貯
金
箱
」
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
作
品
、
材
料
は
自
由
、
大
き
さ
は

　
一
辺
の
長
さ
が
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

　
ル
程
度
、
　
｝
人
｝
点
で
す
。

応
募
方
法
、
所
属
の
学
校
を
通
じ
、
お

近
く
の
郵
便
局
へ

し
め
切
り
　
九
月
十
日

発
　
表
　
十
月
中
に
入
賞
者
及
ぴ
入
賞

　
校
に
通
知
し
ま
す
。

そ
の
他
　
作
品
に
は
、
氏
名
、
住
所
な

　
ど
を
書
い
た
応
募
票
を
添
付
の
こ
と

　
　
賞
品
も
た
く
さ
ん
用
意
さ
れ
て
い

　
ま
す
の
で
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
、

　
君
も
、
あ
な
た
も
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　
・
驚
警鵜

饗

議
裏
擾

，
藤
沢
の
五
人
グ
ル
ー
プ

　
　
静
か
な
山
あ
い
に
、
と
き
お
り
道

　
路
改
良
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
う
な
る
。

　
　
大
木
の
影
で
一
ぷ
く
す
る
と
、
せ

　
　
み
し
ぐ
れ
が
一
層
の
暑
さ
を
そ
え
た
。

　
　
　
こ
こ
は
藤
沢
部
落
、
ひ
と
こ
ろ
は

　
　
五
十
戸
を
も
数
え
た
と
い
う
こ
の
部

　
　
落
も
、
今
で
は
半
分
以
下
の
世
帯
数

　
　
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
世
の
変
遷
の
は
げ
し
さ
を
語
る
部

　
　
落
で
も
あ
る
。

　
　
変
遷
：
・
：
・
そ
ん
な
中
に
出
ば
た

　
　
の
グ
ル
ー
プ
が
生
れ
た
の
は
、
も
う

　
　
数
年
前
の
こ
と
、
今
は
、
小
林
ス
ミ

　
　
子
、
佐
藤
信
子
、
茂
野
信
子
、
茂
野

　
　
俊
子
、
小
林
芳
江
さ
ん
の
五
人
が
、

　
　
　
　
　
　
　
共
同
作
業
で
賃
か
せ

　
　
　
　
　
　
　
ぎ
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち
ろ
ん
み
ん
な

　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
農
業
の
か
た
わ
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
賃
取
り
だ
か
ら
、
高

　
　
　
　
　
　
　
額
な
お
金
は
望
む
べ

　
　
　
　
　
究

　
　
　
　
　
　
　
く
も
な
い
。
〃
主
婦

　
　
　
　
　
研

　
　
　
　
　
で
　
の
集
い
の
楽
し
さ
〃

　
　
　
　
　
　
員
　
と
〃
せ
め
て
子
ど
も

　
　
　
　
　
全
　
の
学
費
、
お
か
ず
代

　
　
　
　
　
　
よ
　
で
も
か
せ
げ
れ
ば
〃

　
　
　
　
　
、
樹
　
と
い
う
の
が
偽
り
の

　
　
　
　
　
　
わ
　
な
い
気
持
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
－
あ
　
　
聞
け
ば
、
茂
野
俊

　
　
　
　
　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
子
さ
ん
は
山
形
か
ら

　
　
　
　
騰
同
信
子
さ
ん
は
松
代

　
　
　
瀞
砂
隷
雛
競
鵡

　
　
　
　
　
　
　
　
人
？
、
残
る
二
人
は

　
．
幾
　
鍵
鑓
　
　
　
き
っ
す
い
の
藤
沢
っ

、
難
羅
畷
無

子
、
　
「
こ
こ
に
生
れ
た
私
た
ち
は
、

と
っ
て
も
い
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
挙
家
離
村
や
、
息
子
の
嫁
を

考
え
る
と
ユ
ー
ウ
ッ
に
な
り
ま
す
。
」

と
こ
の
二
人
。

　
「
住
め
ば
都
だ
け
ど
・
：
・
：
」
と

前
置
き
し
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
外
国

人
は
、
　
「
冬
の
病
気
が
一
番
心
配
」

と
、
口
を
そ
ろ
え
て
い
う
。

　
山
形
生
れ
の
茂
野
さ
ん
は
、
　
「
こ

ん
な
に
雪
が
多
い
と
は
知
ら
な
か
っ

た
。
今
で
も
除
雪
に
は
ひ
と
苦
労
で

す
。
」
：
：
：
と
。

　
豪
雪
の
悩
み
は
町
内
共
通
な
が
ら

主
要
道
か
ら
さ
ら
に
離
れ
た
こ
の
部

落
で
は
な
お
の
こ
と
。

　
「
冬
季
分
校
だ
け
は
絶
対
に
な
く

し
な
い
で
ほ
し
い
。
」
、
十
人
ほ
ど

の
小
学
生
と
、
部
落
の
さ
ぴ
れ
を
少

し
で
も
や
わ
ら
げ
る
た
め
に
と
、
異

句
同
音
に
話
す
。

　
「
昔
は
青
年
団
も
活
発
で
、
そ
れ

は
に
ぎ
や
か
な
も
の
で
し
た
。
」
な

つ
か
し
い
風
情
で
語
る
地
元
組
。

　
「
こ
乙
に
は
働
け
る
喜
ぴ
と
、
語

㎜
　
　
　
　
　
　
　

　
〃
実
は
広
報
か
わ
に
し
の
感
想
を

伺
い
た
く
て
・
：
：
〃
と
切
り
出
し
た

ら
、
　
「
み
ん
な
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
と
く
に
戸
籍
の
窓
、
写
真
も
楽

し
い
、
む
ず
か
し
い
面
は
ち
ょ
っ
と

・
：
：
・
」
、
こ
の
程
度
で
ま
た
ま
た

本
題
か
ら
は
ず
れ
た
雑
談
へ
と
走
っ

た
。
と
に
か
く
楽
し
そ
う
で
あ
る
。

〃
町
内
さ
ん
ぽ
〃
、
〃
読
者
に
聞
く

〃
の
合
作
で
あ
る
。
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町

花の

木
は
ぶ
な

・
鳥
も
決
り
ま
し
た

　
町
を
象
徴
す
る
木
・
花
・
鳥
が
決
り

ま
し
た
。

　
先
に
応
募
い
た
だ
い
た
三
十
六
人
、

百
十
六
点
の
中
か
ら
、
審
議
会
で
選
定

し
た
も
の
。

　
そ
の
結
果
、
町
の
木
に
は
ぶ
な
、
花

に
は
山
ゆ
り
、
鳥
に
は
き
じ
が
決
り
、

今
後
、
保
護
育
成
に
努
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

選
定
の
理
由

軸
か
な
・
：
豪
雪
に
も
負
け
ず
、
残
雪
の

中
か
ら
早
春
を
告
げ
る
。
新
緑
の
芽
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
薄
鞍
羅
㎜
　
　
、
，
，

え
は
健
康
を
象
徴
し
て
い
る
。

山
ゆ
り
…
か
お
り
や
花
弁
の
色
に
独

特
の
気
品
が
あ
り
、
そ
の
せ
い
そ
さ
は

自
然
の
美
し
さ
を
表
わ
し
て
い
る
。

き
じ
…
猟
友
会
で
放
鳥
、
保
護
に
努

め
て
お
り
、
明
る
い
農
村
を
象
徴
す
る

美
し
い
鳥
で
あ
る
。

▼町の花に山ゆりが決った

からでもないでしようが、

橘保育園に一本の董に70以

上も花をつけた｛おばけ山

ゆりが咲きましたo

麟
念
の
町
勢
要
覧
を
作
成
中
ρ
●

20
記
　
　
友
人
・
知
人
に
も
ど
う
ぞ

　
い
ま
町
で
は
、
二
十
周
年
に
ち
な
ん

で
、
記
念
の
町
勢
要
覧
を
作
成
中
で
す
。

　
町
の
今
日
の
姿
や
、
二
十
年
の
歩
み

な
ど
を
、
わ
か
り
や
す
く
、
写
真
を
中

心
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
発
行
は
九
月

｝
日
で
す
。

．
欝
鍵

嚇
，
腿
盤

甲
．
．
轡

　
せ
っ
か
く
の
記
念
誌
で
す
の
で
、
大

勢
の
方
か
ら
見
て
い
た
だ
こ
う
と
、
一

世
帯
に
一
冊
は
無
料
で
、
今
月
末
に
は

配
付
す
る
考
え
で
す
。

　
な
お
、
友
人
や
知
人
に
お
く
り
た
い

と
い
う
人
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
　
実
費

（
九
百
円
）
で
お
分
け
し
ま
す
の
で
、

企
画
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
申
込
み
は
、
来
月
五
日
ま
で
で
す
。

縮
刷
版
も
印
刷
中
で
す

相
撲
の
清
水
さ
ん

　
　
　
再
び
国
体
に

　
十
月
に
開
か
れ
る
第
三
十
一
回
の
佐

賀
国
体
に
、
東
善
寺
の
清
水
隆
さ
ん
の

出
場
（
相
撲
の
部
）
が
決
り
ま
し
た
。

　
清
水
さ
ん
は
、
去
る
四
十
九
年
の
茨

城
国
体

に
つ
ぎ

二
度
目

の
出
場

数
次
の

予
選
を

へ
て
、

新
潟
県
一
般
の
部
（
二
十
五
歳
以
上
）

で
出
場
が
決
っ
た
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
ご
声
援
を
〃
“

　
　
　
灘
嚇

繋
騨

灘
備
妻
蓑

塗
嚢
『
姦

　
広
報
か
わ
に
し
縮
刷
版
の
希
望
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
発
刊
ま
で
し
ば
ら
く

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
予
備
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
早
め
に
ど
う
ぞ
。
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九
月
七
日

十
日
町
市
で
総
合
防
災
訓
練

　
来
月
七
日
（
火
）
に
、
新
潟
県
と
十

日
町
市
主
催
に
よ
る
、
大
が
か
り
な
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
災
害
の
未
然
防
止
活
動
ど

と
も
に
、
発
生
後
の
円
滑
な
処
理
体
制

や
、
協
力
体
制
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
川
西
町
に
お
い
て
も
、

小
・
中
学
校
、
幼
稚
陸
．
保
育
園
で
避

難
訓
練
を
行
う
ほ
か
、
木
落
、
三
領
な

ど
の
消
防
団
に
よ
る
水
防
訓
練
（
十
日

町
橋
下
流
）
も
行
い
ま
す
。

　
災
害
の
想
定
は
、
　
「
午
前
七
時
三
十

分
、
十
日
町
市
の
南
約
十
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
地
震
が
発
生
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七
、
四
、
震
度
六
を
記
録
、
土
砂
く
ず

れ
、
道
路
の
寸
断
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど

で
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
ま
た
鉄

道
、
電
話
、
電
力
、
水
道
な
ど
に
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
た
。
」
と
し
て
関
係

機
関
が
一
体
と
な
っ
て
、
大
が
か
り
な

訓
練
を
行
う
も
の
。

　
町
で
は
、
災
害
が
少
な
く
喜
ん
で
い

ま
す
が
、
こ
ん
な
機
会
に
、
皆
さ
ん
か

ら
も
防
災
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
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俗
資
料

　
　
　
　
【
六
・
七
月
分
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◎
入
手
品
　
手
繰
枠
（
た
ぐ
り
わ
く
）

糸
つ
づ
み
、
し
よ
ら
、
す
か
り
、
籾

（
も
み
）
と
お
し
、
蚕
飼
育
箱
、
せ
い

ろ
、
踏
鋤
（
と
う
す
き
）
、
ひ
ら
ぐ

わ
、
む
し
な
べ
、
氷
の
う
つ
り

◎
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
、
黒
島
一
利

（
伊
友
）
、
高
橋
文
一
（
伊
友
）
、
高

橋
久
蔵
（
三
領
）
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若
山
　
真
也
　
恭
庸
　
長
男
新
町
新
田

米
山
　
和
茉
　
孝
行
　
二
女
　
室
　
島

片
桐
裕
美
子
　
芳
夫
　
長
女
　
野
　
口

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

◎
新
郎

（◎
新
婦

◎
新
郎

（◎
新
婦

◎
新
郎

（◎
新
婦

◎
新
郎

（◎
新
婦

小
林
正
義
中
仙
田

山
本
美
智
子
　
大
　
阪
か
ら

若
月
重
夫
元
町

小
野
塚
マ
サ
子
新
　
潟
か
ら

清
水
博
　
上
野

荒
木
扶
美
子
　
静
　
岡
か
ら

丸
山
　
道
夫
　
東
善
寺

兵
藤
環
　
岐
阜
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

喜関水西上星熊南
多口落山村名田雲
卜丈チフ正シ初竜
メ太ヨミ之ン江二

中
仙
田

発
電
所
通

伊
友
上
野

下
平
新
田

仁
田
木
落

東
善
寺
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『
か
わ
に
レ

慧
俳
壇

こ
り㍗
．
太
田
白
南
風
　
選

赤
谷
登
坂
　
酔
月

り
一

野
仏
や
蝿
・
の
ぬ
け
が
ら
留
め
を
り

岩
清
水
西
瓜
の
一
つ
冷
え
て
あ
り

寝
こ
ろ
ん
で
す
だ
れ
も
そ
よ
ぐ
青
田
風

末
っ
子
の
水
着
の
肌
の
小
麦
色

　
　
　
　
　
三
領
た
　
か
　
し

オ
サ
音
の
響
も
軽
く
梅
雨
上
が
る

土
用
入
り
南
部
風
鈴
よ
く
鳴
り
て

盆
便
り
西
瓜
の
出
来
も
書
き
そ
え
て

　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
　
玉
章

手
花
火
の
母
を
か
こ
み
て
子
等
の
顔

溶
岩
に
か
ら
み
て
葛
の
花
ざ
か
り

　
　
　
　
　
新
町
敏
　
　
　
子

旧
道
の
茂
り
の
中
の
水
の
音

　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
　
　
文
峯

長
梅
雨
の
上
る
や
大
き
な
月
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
斉
木
　
定
芳

梅
雨
明
け
し
並
木
の
道
の
蝉
し
ぐ
れ

ふ
き
の
と
う
会
員
作
品

　
　
　
　
　
上
野
清
水
け
い
子

百
合
上
げ
て
香
り
満
ち
た
る
仏
間
か
な

　
　
　
　
　
千
手
丸
山
　
与
喜

百
合
匂
ふ
清
し
き
縁
に
端
居
し
て

　
　
　
　
　
千
手
上
村
　
和
子

二
人
し
て
通
り
し
野
辺
の
百
合
の
花

　
　
　
　
　
下
平
清
水
よ
し
を

草
む
ら
に
山
百
合
咲
い
て
水
の
音

　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
　
与
平

去
年
植
え
し
山
百
合
香
る
犬
の
塚

　
　
　
　
　
伊
友
羽
鳥
　
静
波

百
合
の
香
に
草
刈
る
鎌
の
手
を
止
め
し

　
　
　
　
　
大
倉
金
子
　
洋
石

朝
つ
ゆ
に
開
か
ん
と
し
て
白
き
百
合

ふ
き
の
と
う
八
月
例
会

　
　
二
十
五
日
夜
七
時
半
よ
り

　
　
　
赤
谷
　
克
雪
セ
ン
タ
ー
に
て




